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今週のキーワード

GLP-1とAI創薬
医薬品市場を牽引する二大潮流

16
件

記事数

5
カ国

対象国

365億
ドル

GLP-1売上予測

顕著な
CAGR

DDS市場成長

今週の全16記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 アイゼン、AI創薬提携 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
韓国企業がAI創薬の戦略的提携を強化し、初期段階か
らの効率化と画期的な薬剤発見加速を目指す。

#02
イーライリリー、パイ
プライン強化

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

イーライリリーがAI創薬・ADCによる抗がん剤と経口
GLP-1薬でパイプラインを強化、製薬業界の勢力図に
影響を与える戦略。

#03
モデルナ、非感染症m
RNA

製品発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

モデルナがアジア向け非感染症mRNA治療プラットフ
ォームを発表、LNP最適化で低用量化と副作用低減を
目指し、日本での共同研究を模索。

#04
バイオNテック、次世
代DDS

技術提携
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

バイオNテックが韓国企業と次世代mRNA DDSを共同
開発、LNP技術で標的特異的送達と安定性向上を目指
し、がん免疫療法への応用も視野。

#05
アルナイラム、siRNA
臨床

臨床試験
結果

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

アルナイラムが台湾でsiRNA薬の第2相臨床試験で良
好な結果を発表、LNP-DDSが効率的な細胞内送達に
貢献し、アジア展開を視野に入れる。

#06
リカーション、AI創薬
提携

技術提携
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

リカーションが日本の学術機関とAI創薬提携を拡大、
AIと自動化実験で疾患メカニズム解明と新規化合物発
見を加速し、難治性疾患治療に期待。

#07
インシリコ、生成AI分
子糊

技術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

インシリコ・メディシンが生成AIで新規「分子糊」の
発見を革新、タンパク質分解誘導剤として難病治療薬
開発に革命をもたらす可能性。

#08
GLP-1、心血管・腎臓
病適応

臨床試験
結果

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

韓国研究でGLP-1受容体作動薬が心血管・腎臓病への
適応拡大に有望な結果、多臓器保護効果が確認され、
市場拡大を後押し。

#09
日本発ナノDDS、FDA
指定

規制承認
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

日本発の標的型がんDDSナノメディシンがFDAブレー
クスルーセラピー指定を獲得、がん細胞特異的送達で
高い治療効果と安全性を示し、早期承認に期待。

#10
DDS市場レポート202
6-2033

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

グローバルDDS市場が2026-2033年に大幅成長予測
、ナノテクノロジーとIoT統合のスマートDDSが推進
力となり個別化医療需要に対応。

#11
GLP-1、医薬品売上首
位に

市場トレ
ンド

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

GLP-1受容体作動薬が世界医薬品売上高で抗がん剤を
抜き首位に、イーライリリーが牽引し、製薬業界の勢
力図が肥満・糖尿病治療薬へ激変。

#12
セルトリオン、ADC臨
床開始

臨床試験
開始

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

セルトリオンが抗がんADC新薬3種と多重抗体薬の臨
床試験を開始、FDAファストトラック指定も獲得し、
新薬開発への転換を加速。
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#13
第一三共、ADC米国承
認申請

規制承認
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

第一三共が進行性小細胞肺がん向け新規ADC「イフィ
ナタマブ デルクステカン」を米国承認申請、FDA優先
審査指定で2026年10月承認期待。

#14
ビヨンディス、新規AD
C発表

学術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ビヨンディスがAACRで新規ADC技術プラットフォー
ムを発表、既存ADC耐性克服のため独自の抗葉酸ADC
と免疫刺激性リン酸塩ADCを開発。

#15
mRNAワクチン副反応
解明

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●

日本研究チームがmRNAワクチンの副反応メカニズム
を解明し、低反応原性LNPを同定、次世代mRNAワク
チンの安全性向上に貢献。

#16
ギリアド、トロデルビ
日本申請

規制承認
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

ギリアドがADC「トロデルビ」のPD-L1陽性HR-/HER
2-乳がん一次治療としての適応追加を日本で申請、予
後不良患者に新たな選択肢を提供。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事



創薬・DDS Weekly Intelligence Report | 2026-04-26 | Page 3

今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ GLP-1市場の激変に、貴社は対応できていますか？
イーライリリーのチルゼパチドが2025年に365億ドルを売り上げ、GLP-1受容体作動薬が医薬品売上高で抗がん剤を抜き
首位に立つ見込みです。この市場シフトは、貴社の事業戦略やR&D;投資にどのような影響を与えていますか？

❷ 次世代DDS技術は、自社の製品設計前提を変えるか？
日本発のナノメディシンがFDAブレークスルー指定を受け、mRNAワクチンの低反応原性LNPも開発されています。標的
特異性や安全性、効率を飛躍的に高めるDDS技術は、貴社の材料開発や製剤技術の前提を覆す可能性を秘めています。

❸ AI創薬の最前線、日本企業はどこまで追随できるか？
インシリコ・メディシンが生成AIで新規「分子糊」を発見するなど、AI創薬はブレークスルーを生み出しています。日本
の学術機関との提携も進む中、貴社はAI創薬のスピードと効率性を取り込み、グローバル競争で優位に立てるでしょうか
？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

GLP-1市場

生成AI創薬

次世代mRNA日本発ADC

非感染症mRNA
日本発ナノDDS

大手戦略
AI創薬提携

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● GLP-1市場 注意 肥満・糖尿病薬市場参入 既存薬市場の縮小

● 生成AI創薬 注意 難病治療薬の創出 創薬競争の激化

● 次世代mRNA 機会大 mRNAワクチン安全性向上 —

● 日本発ADC 機会大 がん治療の選択肢拡大 —

● 非感染症mRNA 注意 新規治療領域の開拓 開発競争の激化

● 日本発ナノDDS 機会大 精密がん治療の実現 —

● 大手戦略 注意 新規技術提携の機会 競争環境の激化

● AI創薬提携 機会大 開発効率の大幅向上 —
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深掘り ① ― mRNAワクチン副反応メカニズム解明と低反応原性LNP
#15 | 2026/04/21 | 国立健康危機管理研究機構（JIHS） | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

国立健康危機管理研究機構（JIHS）は、mRNAワクチンの発熱や倦怠感といった副反応がインターロイキン-1（IL-1）
経路に依存することを解明し、同時に低反応原性脂質ナノ粒子（LNP）「Lipid 5」を同定したと発表しました。マウス
モデルを用いた研究で、IL-1経路の活性化が発熱の主要因であるものの、抗体誘導には必須ではないことを示唆してい
ます。

この発見は、免疫原性を維持しつつ副反応を抑えた次世代mRNAワクチンの設計に大きく貢献すると期待されます。LN
Pの最適化により、mRNAの細胞内送達効率を保ちながら、不必要な炎症応答を抑制することが可能となり、ワクチン
接種の受容性向上に繋がるでしょう。これは感染症ワクチンだけでなく、がん免疫療法など他のmRNA応用分野のDDS
設計にも応用可能です。

▶ 技術者の視点

本研究は、mRNAワクチンのLNP設計におけるブレークスルーであり、日本発の基礎研究がグローバル
な公衆衛生課題解決に貢献する好例です。提示された「Lipid 5」がマウスモデルでの結果であり、ヒト
での安全性・有効性、量産性、コスト面での課題は残りますが、IL-1経路の関与というメカニズム解明
は非常に信頼性が高い。日本企業にとっては、この低反応原性LNP技術をライセンス導入または共同開
発することで、次世代mRNAワクチン・治療薬市場での競争優位性を確立する【機会】があります。特
に、LNP材料メーカーや製薬企業は、JIHSとの連携を【即時】検討すべきです。一方で、既存のLNP技
術に依存する企業は、この新技術への対応が遅れると【脅威】となり得ます。R&D;部門は、LNPの最適
化技術動向を【短期】で調査し、自社技術との比較評価を行うべきです。

深掘り ② ― 第一三共、進行性小細胞肺がん向け新規ADCの米国承認申請
#13 | 2026/04/19 | 第一三共 | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

第一三共は、新規の抗B7-H3抗体薬物複合体（ADC）「イフィナタマブ デルクステカン（I-DXd）」の米国FDAへの新
薬承認申請が受理され、優先審査を付与されたと発表しました。PDUFAアクションデートは2026年10月10日に設定さ
れており、プラチナ製剤ベースの化学療法後に病状が進行した進展型小細胞肺がん（ES-SCLC）患者に新たな治療選択
肢を提供できる可能性があります。

このADCは、がん細胞に高発現するB7-H3タンパク質を標的とし、強力な細胞傷害性薬物デルクステカンを特異的に送
達することで、高い治療効果と副作用の低減を目指します。ES-SCLCは予後不良で治療選択肢が限られており、アンメ
ットメディカルニーズが高い分野での日本企業の貢献が期待されます。

▶ 技術者の視点

第一三共のADCパイプラインの強さが改めて示された事例です。FDAの優先審査指定は、臨床的意義の
高さと承認の蓋然性を示唆しており、2026年10月の承認は非常に現実的と評価できます。ADCの成功
は、抗体部分、リンカー、ペイロードの三位一体の技術が鍵となります。特に、デルクステカンという
強力なペイロードの安全性と有効性が、今回の成功の大きな要因でしょう。日本の材料メーカーにとっ
ては、ADCを構成するリンカーやペイロードの合成中間体、あるいはDDS関連材料の供給における【機
会】があります。一方で、競合するがん治療薬を開発する企業にとっては、新たな強力な治療薬の登場
は【脅威】となり得ます。半導体PKG部門は直接関係ないが、R&D;部門は、ADCの技術動向、特にペ
イロードやリンカーの進化について【短期】で情報収集し、自社のDDS技術への応用可能性を検討すべ
きです。
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深掘り ③ ― インシリコ・メディシン、生成AIで新規分子糊の発見を革新
#07 | 2026/04/18 | Insilico Medicine | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●○○

インシリコ・メディシンは、生成AI（Generative AI）を活用し、新規の「分子糊（molecular glue）」を効率的に発
見する技術を発表しました。分子糊は、特定のタンパク質間の相互作用を誘導し、疾患関連タンパク質の分解を促す次
世代創薬モダリティとして注目されています。同社のAIプラットフォームは、広範な化学空間から候補分子糊を設計し
、結合特性や薬物動態を予測することで、従来のスクリーニングでは見過ごされた作用機序を持つ薬剤の発見を可能に
します。

この技術は、標的タンパク質分解誘導剤（PROTAC）と共に、難病治療薬開発に革命をもたらす次世代創薬技術の中核
を担うと期待されています。AIによる高速かつ高精度な分子設計は、創薬プロセス全体のパラダイムシフトを促し、未
だ治療法がない多くの疾患に対し、新たな希望を提供する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

生成AIによる分子糊の発見は、まさに学術的ブレークスルーであり、創薬の概念を根本から変える可能
性を秘めています。AIが広大な化学空間から新規分子を設計し、結合特性や薬物動態まで予測する能力
は、従来の試行錯誤型創薬の効率を劇的に向上させます。ただし、AIが設計した分子が実際に生体内で
期待通りの挙動を示すか、オフターゲット効果はないかなど、前臨床・臨床での検証にはまだ多くの時
間とコストがかかるでしょう。日本企業にとっては、この生成AI創薬プラットフォームを導入・提携す
ることで、自社の創薬パイプラインを加速させる【機会】があります。特に、既存の創薬手法に行き詰
まりを感じているR&D;部門は、AI創薬ベンダーとの協業を【即時】検討すべきです。一方で、AI技術
の導入が遅れると、創薬競争において大きく後れを取る【脅威】に直面します。経営企画部門は、AI創
薬への戦略的投資を【中長期】で計画する必要があります。

その他の注目記事
イーライリリー、抗がん剤とGLP-1製品でパイプラインを強化 (CMoney)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

GLP-1とADC、AI創薬という成長分野への多角的な投資は、製薬業界の今後の方向性を示すものであり、日本企業も追
随すべき戦略。

韓国研究でGLP-1受容体作動薬が心血管・腎臓病への適応拡大に有望な結果 (DailyPharm)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

GLP-1受容体作動薬の多臓器保護効果が確認され、適応拡大は市場をさらに拡大させる。日本の医療現場や製薬企業も
この動向を注視すべき。

バイオNテック、韓国企業と次世代mRNAデリバリー技術を共同開発 (BioNTech)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

mRNA DDSの標的特異的送達技術は、ワクチンだけでなく遺伝子治療やがん免疫療法への応用が期待され、日本のDD
S関連企業は注目すべき。

ビヨンディス、AACR年次総会2026で新規ADC技術プラットフォームのデータを発表 (Byondis B.V.)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

既存ADCの耐性克服を目指す新しいペイロードや免疫刺激性ADCは、次世代がん治療の方向性を示唆しており、日本の
ADC開発企業は要チェック。

リカーション・ファーマシューティカルズ、日本の学術機関とAI創薬提携を拡大 (Recursion Pharmaceuticals)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○
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日本の生物学的知見と海外のAI技術の融合は、難治性疾患治療開発の加速に繋がる。日本企業は学術機関との連携強化
を検討すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】GLP-1受容体作動薬の市場動向と競合分析レポートを収集し、自社事業への影響を評価する。

• 【R&D;】生成AIを活用した創薬ベンダーの最新技術動向を調査し、潜在的な協業パートナー候補をリストアッ
プする。

• 【調達】次世代LNP材料やADC構成要素に関するサプライヤー情報を収集し、技術ロードマップとの整合性を確
認する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】低反応原性LNPや標的特異的DDS技術に関する社内勉強会を実施し、自社技術への応用可能性を議論
する。

• 【事業開発】非感染症疾患向けmRNA治療プラットフォームのアジア市場におけるニーズと競合状況を詳細に分
析する。

• 【材料開発】ADCのペイロードやリンカー技術の進化に対応するため、新規材料開発の可能性について予備検
討を開始する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】AI創薬、次世代DDS、mRNA治療技術への戦略的投資計画を策定し、M&A;や提携の可能性を検討
する。

• 【R&D;】日本発のナノメディシンや低反応原性LNP技術を応用した、自社独自のDDSプラットフォーム開発プ
ロジェクトを立ち上げる。

• 【人事】AI創薬やバイオインフォマティクス分野の専門人材育成・獲得計画を策定し、中長期的な競争力強化
を図る。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-04-26



創薬・DDS 採用記事全文集

出力日: 2026-04-26

採用記事数: 16 件



収録記事一覧

1. 01. アイゼンサイエンス生命研、AI創薬で戦略的提携を強化

2. 02. イーライリリー、抗がん剤とGLP-1製品でパイプラインを強化

3. 03. モデルナ、アジア向け非感染症mRNA治療プラットフォームを発表

4. 04. バイオNテック、韓国企業と次世代mRNAデリバリー技術を共同開発

5. 05. アルナイラム社、台湾でsiRNA薬の第2相臨床試験で有望な結果を発表

6. 06. リカーション・ファーマシューティカルズ、日本の学術機関とAI創薬提携を拡大

7. 07. インシリコ・メディシン、生成AIで新規分子糊の発見を革新

8. 08. 韓国研究でGLP-1受容体作動薬が心血管・腎臓病への適応拡大に有望な結果

9. 09. 日本発のナノメディシン、標的型がんデリバリーでFDAブレークスルーセラピー指定を獲得

10. 10. ドラッグデリバリーシステム市場 グローバル調査レポート 2026-2033

11. 11. GLP-1受容体作動薬が世界医薬品売上高で首位に、製薬業界勢力図が激変

12. 12. セルトリオン、抗がんADC新薬3種の臨床試験を開始し多重抗体薬も追随

13. 13. 第一三共、進行性小細胞肺がん向け新規ADC「イフィナタマブ デルクステカン」を米国承認
申請

14. 14. ビヨンディス、AACR年次総会2026で新規ADC技術プラットフォームのデータを発表

15. 15. mRNAワクチンの副反応メカニズムを解明し、低反応原性LNPを同定

16. 16. ギリアド、PD-L1陽性HR-/HER2-乳がん一次治療としてADC「トロデルビ」の適応追加を日
本で申請



アイゼンサイエンス生命研、AI創薬で戦略的提携を強化

概要

韓国の国立精神健康センターが主催する「トラウマ治癒週間」の中で、アイゼンサイ
エンス生命研がAIを活用した新薬開発で戦略的な提携を進めていることが報じられ

た。同社はAI導入により創薬の初期段階から効率性を高め、画期的な薬剤の発見を加
速させる狙いがある。この提携は、AIが医薬品業界の創薬プロセスに深く統合される
現在のトレンドを反映している。AI技術の活用は、既存の薬剤開発における課題を克

服し、迅速な治療法提供に貢献すると期待されている。

公開日 2026年04月21日  류카츠저널  韓国



詳細

背景

韓国国立精神健康センターが「トラウマ治癒週間」を開催する中で、同国の医薬品開発
企業であるアイゼンサイエンス生命研究所が、人工知能（AI）を活用した創薬分野にお
ける戦略的提携を推進していることが注目されました。これは、気候危機時代の精神心
理支援強化という広範な文脈の中で、先進技術が医療分野に応用される具体例として言
及されています。

主要内容

アイゼンサイエンス生命研究所は、AI技術を新薬開発プロセスに導入することで、競合
他社との「超格差」を確立しようとしています。この戦略的提携は、AIが創薬の初期段
階から介入し、候補化合物の探索、最適化、そしてスクリーニングの効率を大幅に向上
させることを目指しています。特に、従来の創薬手法では時間とコストがかかる標的同
定や化合物設計において、AIのデータ解析能力が画期的な貢献をすると期待されていま
す。これにより、より迅速に、かつ高精度で有望な薬剤候補を発見することが可能とな
り、開発サイクルの短縮と成功率の向上に繋がります。

影響と展望

アイゼンサイエンス生命研究所のこの動きは、AIが創薬プロセス全体の効率性と発見率
を高めるという、グローバルな医薬品業界の大きなトレンドを明確に示しています。AI

の導入は、既存の薬剤開発における様々な課題、例えば開発期間の長期化や高コスト、
成功確率の低さなどを克服するための鍵となります。この戦略的協力関係が成功すれ
ば、より多くの画期的な治療薬が市場に投入され、患者へ迅速に届けられることが期待
されます。将来的には、AIが新薬開発のあらゆる段階で不可欠なツールとなり、個別化
医療の実現にも大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://www.ryukatsujournal.com/news/490938

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ryukatsujournal.com/news/490938


イーライリリー、抗がん剤とGLP-1製品でパイプラインを
強化

概要

イーライリリー（LLY）は、抗がん剤分野での新規買収を積極的に進め、AI駆動型薬物
開発および抗体薬物複合体（ADC）プラットフォームにおける協業を拡大している。
同時に、GLP-1受容体作動薬の製品ラインも強化しており、特に経口体重減少薬

Foundayoの承認プロセスが市場の注目を集めている。これらの多角的な戦略は、同社
が単一の収益源に依存するビジネスモデルから脱却し、多様な製品ポートフォリオを
構築することで、製薬業界における競争力を高めることを目的としている。

公開日 2026年04月24日  CMoney  台湾



詳細

背景

世界的な製薬大手であるイーライリリー（LLY）は、近年、その事業戦略を大きく転換
し、特定の治療領域への依存を減らし、多様なポートフォリオの構築を目指していま
す。特に、抗がん剤分野でのイノベーションと、GLP-1受容体作動薬市場でのリーダー
シップ確立に注力する姿勢が、市場で大きな関心を集めています。

主要内容

同社は、抗がん剤領域におけるパイプラインを強化するため、新規買収やAI駆動型薬物
開発、そして抗体薬物複合体（ADC）プラットフォームの活用を積極的に推進していま
す。AI技術の導入により、薬剤候補の探索から最適化までのプロセスを効率化し、開発
期間の短縮と成功確率の向上を図っています。ADC技術は、薬剤を特定の癌細胞に選択
的に送達することで、治療効果を高めつつ副作用を軽減する可能性を秘めており、同社
の癌治療薬ポートフォリオの核となる技術の一つです。

また、イーライリリーはGLP-1受容体作動薬の分野でも、市場の急成長を背景に製品ラ
インを積極的に拡大しています。特に、経口体重減少薬であるFoundayoの規制当局に
よる承認プロセスは、同社の将来の収益を左右する重要な要素として、投資家や医療関
係者から大きな注目を浴びています。Foundayoが承認されれば、注射剤が主流であっ
たGLP-1市場において、患者の利便性を大幅に向上させ、市場シェア獲得に大きく貢献
すると見込まれています。

影響と展望

イーライリリーのこれらの戦略的動きは、単一の「ブロックバスター」薬剤に依存する
リスクを低減し、より持続可能で強靭なビジネスモデルを構築しようとする同社の意図
を示しています。抗がん剤とGLP-1受容体作動薬という、成長が見込まれる二つの主要
分野に集中投資することで、世界の製薬業界における競争力をさらに強化する狙いがあ
ります。これらの取り組みが成功すれば、同社は癌治療と代謝性疾患の両分野で、革新
的な治療薬を提供し、患者のQOL向上に大きく貢献すると期待されます。市場の動向と
しては、このような多角的な戦略が株価にどのような影響を与えるか、引き続き注目さ
れるでしょう。



元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



モデルナ、アジア向け非感染症mRNA治療プラットフォー
ムを発表

概要

モデルナは、アジア市場向けに非感染症疾患を対象とした新たなmRNA治療プラット
フォームを発表した。このプラットフォームは、がん治療や自己免疫疾患など幅広い
領域でのmRNA技術応用を目指す。特に、脂質ナノ粒子（LNP）デリバリー技術を最適

化し、標的細胞へのmRNA送達効率を向上させることで、低用量での効果と副作用リ
スクの低減を狙う。同社はアジア地域の未だ満たされていない医療ニーズに応えるた
め、共同研究パートナーシップを積極的に模索する方針だ。

公開日 2026年04月19日  Moderna  日本



詳細

背景

新型コロナウイルス感染症のパンデミックを通じて、mRNA技術は感染症ワクチンとし
てその有効性と迅速な開発能力を証明しました。この成功を受け、mRNA技術の応用範
囲は感染症予防に留まらず、がんや自己免疫疾患といった非感染症疾患の治療へと拡大
しています。モデルナは、この広範な可能性に着目し、特にアジア市場の多様な医療ニ
ーズに応えるべく新たな戦略を打ち出しました。

主要内容

モデルナがアジア向けに発表した新しいmRNA治療プラットフォームは、非感染症疾患
の治療に特化しています。このプラットフォームの核心には、既存のLNP（脂質ナノ粒
子）デリバリー技術のさらなる最適化があります。LNPはmRNAを保護し、目的の細胞
に効率的に送達するための重要な要素であり、その最適化によって以下の利点が期待さ
れます。

標的細胞への送達効率向上: 特定の細胞や組織へのmRNAの取り込みを高めること
で、治療効果の最大化を図ります。

低用量での効果実現: 効率的な送達により、より少ないmRNA量で十分な治療効果が
得られる可能性があり、これにより製造コストの削減や供給の安定化にも寄与しま
す。

副作用リスクの低減: 全身へのmRNAの拡散を抑え、標的特異性を高めることで、望
ましくない副作用の発現リスクを低減することが期待されます。

このプラットフォームは、固形がん、血液がん、および様々な自己免疫疾患といった、
アジア地域で高い罹患率を示す疾患群を主要なターゲットとしています。モデルナは、
これらの領域における画期的な治療法の開発を目指し、アジア各国の研究機関や企業と
の共同研究、開発パートナーシップを積極的に模索していく方針を表明しています。



影響と展望

モデルナのアジア市場向け非感染症mRNA治療プラットフォームの導入は、この地域に
おける医療イノベーションを加速させる可能性を秘めています。特に、これまで治療選
択肢が限られていた難治性疾患に対し、mRNA技術が新たな希望をもたらすことが期待
されます。LNP技術の進化は、mRNA治療薬の安全性と有効性をさらに高め、より幅広
い患者層への適用を可能にするでしょう。長期的には、このプラットフォームがアジア
の医療エコシステムに深く統合され、地域の医療課題解決に貢献するだけでなく、グロ
ーバルなmRNA治療薬開発の動向にも大きな影響を与えることが予測されます。共同研
究やパートナーシップを通じて、地域特有の遺伝的背景や疾患パターンに合わせた治療
薬の開発も進むかもしれません。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



バイオNテック、韓国企業と次世代mRNAデリバリー技術
を共同開発

概要

バイオNテックは、mRNAワクチンの送達効率を向上させるため、韓国のバイオテクノ
ロジー企業との提携を発表した。この協業は、脂質ナノ粒子（LNP）技術を基盤とし
た次世代ドラッグデリバリーシステム（DDS）プラットフォームの開発に焦点を当て

ている。特に、標的臓器への特異的な送達を可能にする技術の確立を目指し、より安
定かつ効果的なmRNAワクチンの製造を目指す。この戦略的パートナーシップは、感
染症ワクチンだけでなく、がん免疫療法などの応用分野への展開も視野に入れてい

る。

公開日 2026年04月20日  BioNTech  韓国



詳細

背景

mRNAワクチン技術は、その開発の速さと高い有効性により、現代医療における重要な
柱の一つとなりました。しかし、さらなる進歩のためには、mRNAを安定的に保護し、
特定の細胞や組織へ効率的かつ選択的に送達するドラッグデリバリーシステム（DDS）
の改良が不可欠です。この課題に対応するため、mRNA技術のリーディングカンパニー
であるバイオNテックは、DDS技術に強みを持つパートナーとの協業を模索していまし
た。

主要内容

バイオNテックは今回、韓国の先進的なバイオテクノロジー企業と新たな戦略的提携を
締結しました。この提携の主たる目的は、mRNAワクチンの効果と安全性を一層高める
ための次世代DDSプラットフォームの開発です。具体的には、以下の点に重点が置かれ
ています。

LNP技術の進化: 既存の脂質ナノ粒子（LNP）技術を基盤としつつ、さらに改良を加
え、mRNAの安定性と細胞内送達効率を飛躍的に向上させます。

標的特異的送達の実現: 特定の臓器や細胞種へmRNAを正確に送達する技術の開発を
目指します。これにより、全身的な副作用を軽減し、目的の部位での治療効果を最大
化することが可能になります。

製造プロセスの最適化: より安定したmRNAワクチンを効率的に製造するための技術
確立も重要な目標です。これは、将来的な大規模生産と迅速な供給体制の構築に不可
欠です。

両社は、共同で研究開発を進め、これらの技術的課題の克服に取り組んでいきます。韓
国企業が持つ独自のDDS技術とバイオNテックのmRNA専門知識が融合することで、相
乗効果が期待されています。



影響と展望

この戦略的パートナーシップは、グローバルヘルスに多大な影響を与える可能性を秘め
ています。次世代DDSプラットフォームの確立は、現在開発中の様々な感染症ワクチン
（例: インフルエンザ、HIVなど）の効果を劇的に改善するだけでなく、mRNA技術の新
たな応用分野への展開を加速させるでしょう。特に、がん免疫療法や遺伝子治療など、
これまで治療が困難であった疾患に対する革新的なソリューションの創出が期待されま
す。韓国のバイオ技術力とバイオNテックの専門知識の融合は、国際的な科学技術協力
の成功例となり、未来の医療に貢献する画期的な治療薬やワクチンを生み出す可能性を
秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



アルナイラム社、台湾でsiRNA薬の第2相臨床試験で有望
な結果を発表

概要

アルナイラム・ファーマシューティカルズは、台湾で実施されたsiRNA（低分子干渉
RNA）薬剤の第2相臨床試験で良好な結果を発表した。この薬剤は特定の遺伝性疾患治
療を目的とし、試験では安全性と有効性の両面で期待通りの結果を示した。特に脂質

ナノ粒子（LNP）ベースのドラッグデリバリーシステム（DDS）が、siRNAの効率的な
細胞内送達に大きく貢献した。このデータは核酸医薬、特にsiRNA治療薬の新たな可能
性を示唆しており、アジア地域全体への展開も視野に入れられている。

公開日 2026年04月23日  Alnylam Pharmaceuticals  台湾



詳細

背景

核酸医薬は、従来の低分子化合物や抗体医薬では標的とすることが難しかった疾患関連
遺伝子に直接作用することで、多くの難病に対する新たな治療選択肢として注目を集め
ています。特にsiRNA（低分子干渉RNA）は、特定のメッセンジャーRNA（mRNA）を
分解することで、疾患原因となるタンパク質の産生を抑制するメカニズムを持つため、
遺伝性疾患治療において高い期待が寄せられています。しかし、siRNAの治療応用に
は、生体内での安定性確保と標的細胞への効率的な送達が重要な課題となっていまし
た。

主要内容

アルナイラム・ファーマシューティカルズは、台湾で実施された特定の遺伝性疾患を対
象としたsiRNA薬剤の第2相臨床試験において、非常に良好な結果を発表しました。この
臨床試験では、薬剤の安全性プロファイルが許容範囲内であることが確認されるととも
に、主要評価項目および副次評価項目において、疾患の進行を抑制し、患者の症状を改
善する有意な有効性が示されました。

成功の鍵となったのは、同社が開発したLNP（脂質ナノ粒子）を基盤とした先進的な
DDSプラットフォームです。このLNP技術は、裸のsiRNAが生体内で分解されやすいと
いう課題を克服し、siRNAを安定した状態で保護しながら、標的細胞の内部へ効率的に
送達することを可能にしました。LNPは、細胞膜との融合を通じてsiRNAを細胞質へと
放出させ、RNA干渉（RNAi）メカニズムを発動させることで、疾患の原因遺伝子の発現
を効果的に抑制します。今回の良好な臨床データは、LNP-DDSが核酸医薬の治療可能性
を大きく広げる上で不可欠な技術であることを改めて裏付けるものです。



影響と展望

今回の台湾での第2相臨床試験の成功は、核酸医薬、特にsiRNA治療薬が、従来の治療法
では十分な効果が得られなかった遺伝性疾患に対して、画期的なアプローチを提供する
可能性を強く示唆しています。この薬剤が将来的に承認されれば、当該疾患に苦しむ患
者にとって、新たな希望となるでしょう。アルナイラム社は、この成功を基に、台湾で
のさらなる開発段階を進めるとともに、将来的にはアジア地域全体への展開を視野に入
れています。アジア市場は遺伝性疾患の患者数が多く、未だ満たされない医療ニーズが
大きいため、siRNA治療薬の導入は地域の医療環境に大きな変革をもたらすことが期待
されます。LNP-DDS技術のさらなる発展は、次世代核酸医薬の開発を加速させ、より多
くの難治性疾患に対する治療法の創出に繋がるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



リカーション・ファーマシューティカルズ、日本の学術機
関とAI創薬提携を拡大

概要

リカーション・ファーマシューティカルズは、日本の学術機関とのAI創薬における協
力関係を拡大すると発表した。この提携は、AIと自動化された実験システムを組み合
わせ、疾患メカニズムの解明と新規化合物発見を加速させることを目的とする。日本

の研究機関が持つ深い生物学的知見とリカーションの技術を融合することで、特に難
治性疾患の治療法開発が加速されると期待されている。この協業は、AIが創薬のあら
ゆる段階で中心的な役割を果たす未来への一歩となる。

公開日 2026年04月24日  Recursion Pharmaceuticals  日本



詳細

背景

現代の創薬プロセスは、膨大な時間、コスト、そして複雑な研究を要します。特に、疾
患のメカニズム解明や新規化合物の探索においては、従来の手法だけでは限界が見え始
めています。このような背景の中、人工知能（AI）技術は、データ解析、パターン認
識、予測モデリングといった能力を活かし、創薬の効率化と革新を推進する可能性を秘
めていると期待されています。米国のバイオテクノロジー企業であるリカーション・フ
ァーマシューティカルズは、AI駆動型創薬のパイオニアとして、この分野をリードして
います。

主要内容

リカーション・ファーマシューティカルズは、日本の著名な学術機関とのAI創薬におけ
る協力関係をさらに拡大することを発表しました。この新たな提携の核心は、リカーシ
ョン社独自のAIプラットフォームと、日本の学術機関が長年にわたり培ってきた深い生
物学的知見、特に疾患生物学や生理学に関する専門知識を融合させることにあります。
具体的には、以下の分野でのシナジー効果が期待されます。

疾患メカニズムの高速解明: リカーション社のプラットフォームは、AIと高スループ
ットの自動化された実験システムを組み合わせることで、疾患に関連する膨大な生物
学的データから複雑なパターンを抽出し、疾患の根本原因を従来の何倍もの速度で解
明します。

新規化合物の発見加速: AIは、広大な化学空間から、特定の疾患標的に対して高い親
和性と有効性を持つ可能性のある新規化合物を効率的に設計・予測します。これによ
り、従来の試行錯誤に基づく探索プロセスと比較して、候補化合物の特定と最適化の
サイクルが劇的に短縮されます。

難治性疾患への集中: 日本の学術機関が持つ特定の難治性疾患に関する専門知識と、
リカーション社の技術が組み合わされることで、これまで治療法が見つかりにくかっ
た疾患領域に対する画期的なアプローチが生まれることが期待されます。



影響と展望

この拡大された協業は、AIが創薬のあらゆる段階、すなわち標的探索からリード化合物
の最適化、前臨床試験の予測に至るまで、中心的な役割を果たす未来への重要な一歩と
なります。日本の学術界と先進的なAI創薬企業との連携は、研究成果の実用化を加速
し、最終的には世界中の患者に新たな治療選択肢を提供することに貢献するでしょう。
特に、データの質と量が創薬の成功を左右する現代において、両者の強みを活かしたア
プローチは、より迅速かつ効率的な薬剤開発モデルの確立に寄与します。この提携が示
す方向性は、今後のグローバルな創薬エコシステムにおいて、AIと人間の専門知識の協
調が不可欠であることを明確に示しています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



インシリコ・メディシン、生成AIで新規分子糊の発見を革
新

概要

インシリコ・メディシンは、生成AI（Generative AI）を活用し、新規の「分子糊
（molecular glue）」を効率的に発見する技術を発表した。分子糊は特定のタンパク質
間の相互作用を誘導し、疾患関連タンパク質の分解を促す次世代創薬モダリティとし

て注目される。同社のAIプラットフォームは、広範な化学空間から候補分子糊を設計
し、結合特性や薬物動態を予測することで、従来のスクリーニングでは見過ごされた
作用機序を持つ薬剤の発見を可能にする。この技術は、難病治療薬開発に革命をもた

らし、PROTACと共に次世代創薬技術の中核を担うと期待されている。

公開日 2026年04月18日  Insilico Medicine  香港



詳細

背景

創薬の世界では、ターゲットとなるタンパク質の機能を直接阻害する伝統的なアプロー
チに加え、タンパク質の相互作用を介して疾患関連タンパク質の分解を誘導する、新し
いモダリティの研究が急速に進んでいます。特に「分子糊（molecular glue）」は、特
定のタンパク質が別のタンパク質と結合し、その結果として標的タンパク質の分解を促
進する働きを持つ薬剤として、非常に大きな注目を集めています。しかし、このような
複雑な相互作用を誘導する分子を効率的に発見することは、従来のスクリーニング方法
では極めて困難でした。

主要内容

インシリコ・メディシン社は、この課題を克服するため、最先端の生成AI（Generative

AI）技術を駆使した革新的なプラットフォームを発表しました。このプラットフォーム
は、以下の主要な能力を持っています。

広範な化学空間からの分子設計: 生成AIは、既存の分子構造のデータだけでなく、物
理化学的・生物学的法則に基づいて、膨大な数の新規分子構造を「生成」することが
できます。これにより、これまで探索が困難であった化学空間全体から、潜在的な分
子糊候補を効率的に見つけ出すことが可能になります。

結合特性と薬物動態の予測: AIは、設計された分子が特定のタンパク質間で望ましい
相互作用を誘導するかどうか、また生体内での吸収、分布、代謝、排泄といった薬物
動態特性が適切であるかどうかの高精度な予測を行います。これにより、前臨床段階
での失敗リスクを低減し、開発効率を向上させます。

新たな作用機序を持つ薬剤の発見: 従来のハイスループットスクリーニングでは見過
ごされがちだった、微細な構造変化によって機能が発現する分子糊を、AIは効率的に
特定できます。これにより、これまで解決が困難であった疾患に対する、全く新しい
作用機序を持つ治療薬の創出が期待されます。

この技術は、特に標的タンパク質分解誘導剤（PROTAC）と共に、次世代の創薬技術の
柱として位置づけられています。PROTACは二つのタンパク質を架橋するのに対し、分
子糊は既存のタンパク質複合体を安定化または誘導することで分解を促す点で異なりま
すが、両者ともに疾患関連タンパク質の「分解」を介した治療アプローチを可能にしま
す。



影響と展望

インシリコ・メディシン社が開発した生成AIによる分子糊発見技術は、難病治療薬の開
発に革命をもたらす可能性を秘めています。より効率的かつ短期間で、高品質な薬剤候
補を見つけ出すことができるようになれば、未だ治療法がない多くの疾患に対し、新た
な希望を提供することができます。また、この技術の進化は、創薬プロセス全体のパラ
ダイムシフトを促し、AIが研究開発の初期段階から臨床応用まで、より深く関与する未
来を予感させます。分子糊が成功すれば、従来の薬理学の枠を超えた治療アプローチが
確立され、医薬品業界における競争環境にも大きな影響を与えることになるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



韓国研究でGLP-1受容体作動薬が心血管・腎臓病への適応
拡大に有望な結果

概要

韓国で行われた研究により、GLP-1受容体作動薬が従来の糖尿病・肥満治療に加え、心
血管疾患および腎臓病の適応拡大において有望な結果を示した。この臨床試験は、
GLP-1受容体作動薬が血糖コントロールだけでなく、複数の臓器保護効果を持つことを

裏付けるものだ。研究者らは、これらの薬剤が糖尿病合併症の管理に新たな標準治療
をもたらす可能性を指摘している。市場ではGLP-1受容体作動薬への需要が高まってお
り、今回の研究結果は韓国およびアジア太平洋地域でのさらなる市場拡大を後押しす

るとみられている。

公開日 2026年04月22日  DailyPharm  韓国



詳細

背景

グルカゴン様ペプチド-1（GLP-1）受容体作動薬は、元来、2型糖尿病の血糖コントロー
ル薬として開発されました。近年では、その体重減少効果が注目され、肥満治療薬とし
ても広く用いられています。しかし、GLP-1受容体作動薬が血糖降下作用や体重減少効
果以外にも、心血管系や腎臓系に対する保護効果を持つ可能性が、複数の大規模臨床試
験で示唆されていました。この潜在的な多臓器保護効果の解明と、それに基づく適応拡
大は、薬剤の臨床的価値を大きく高めるものとして期待されていました。

主要内容

韓国で実施された最新の臨床研究において、GLP-1受容体作動薬が、従来の適応症であ
る糖尿病および肥満に加えて、心血管疾患および腎臓病の治療においても非常に有望な
結果を示したことが報告されました。この研究では、GLP-1受容体作動薬を投与された
患者群において、以下の重要な知見が得られました。

心血管イベントリスクの低減: 主要な心血管有害事象（MACE）、例えば心筋梗塞、
脳卒中、心血管死のリスクが有意に減少しました。これは、GLP-1受容体作動薬が血
圧の低下、脂質プロファイルの改善、炎症反応の抑制など、複数のメカニズムを通じ
て心臓血管系を保護している可能性を示唆しています。

腎機能の保護: 糖尿病性腎症の進展抑制や、腎イベント（腎機能低下、透析導入な
ど）のリスク低下が確認されました。GLP-1受容体作動薬は、腎臓の血流改善や炎症
抑制により、腎臓を保護する効果があると考えられます。

安全性プロファイル: 報告された副作用は、これまでの臨床経験と概ね一致してお
り、忍容性も良好であることが示されました。

これらの結果は、GLP-1受容体作動薬が単なる血糖降下薬ではなく、慢性疾患管理にお
ける「多機能薬」としての可能性を強く裏付けるものです。研究者たちは、この薬剤が
糖尿病合併症の管理において、新たな標準治療としての地位を確立する可能性があると
指摘しています。



影響と展望

今回の韓国の研究結果は、GLP-1受容体作動薬の治療的価値をさらに高め、その臨床応
用範囲を大幅に拡大する上で重要な意味を持ちます。心血管疾患と腎臓病は、糖尿病患
者における主要な合併症であり、これらの疾患リスクを同時に低減できる薬剤は、医療
現場にとって非常に価値が高いと言えます。世界的にGLP-1受容体作動薬に対する需要
が高まる中、今回の研究成果は、特に韓国およびアジア太平洋地域でのこれらの薬剤の
市場拡大を一層加速させるでしょう。製薬企業は、これらの新たな適応症における承認
取得を目指し、開発をさらに推進することが予想されます。将来的には、GLP-1受容体
作動薬が、糖尿病、肥満、心血管疾患、腎臓病を包括的に管理する多臓器保護薬とし
て、多くの患者の予後改善に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.dailypharm.com/user/pharm-tv/229653?page=130

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dailypharm.com/user/pharm-tv/229653?page=130


日本発のナノメディシン、標的型がんデリバリーでFDAブ
レークスルーセラピー指定を獲得

概要

日本R&Dチームが開発した標的型がんデリバリー用ナノメディシンが、米国食品医薬
品局（FDA）からブレークスルーセラピー指定を受けた。このナノメディシンは、ド
ラッグデリバリーシステム（DDS）技術により、がん細胞に特異的に薬剤を送達し、

正常細胞への副作用を最小限に抑えることを目指している。初期臨床データでは、高
い治療効果と優れた安全性プロファイルが示された。ブレークスルーセラピー指定に
より、承認審査プロセスが迅速化され、重篤な疾患を持つ患者への早期治療提供が期

待される。

公開日 2026年04月20日  Pharmaceutical Technology Japan  日本



詳細

背景

がんは依然として世界的な主要な死因の一つであり、従来の化学療法はがん細胞だけで
なく正常細胞にもダメージを与えるため、副作用が大きな課題となっています。この課
題を克服するため、薬剤をがん細胞に特異的に送達し、治療効果を最大化しつつ副作用
を最小限に抑える「標的型ドラッグデリバリーシステム（DDS）」の研究開発が活発に
行われています。特にナノテクノロジーを応用した「ナノメディシン」は、その精密な
薬剤送達能力から、次世代のがん治療法として大きな期待が寄せられていました。

主要内容

日本の研究チームが開発した画期的な標的型がんデリバリー用ナノメディシンが、米国
食品医薬品局（FDA）からブレークスルーセラピー指定を受けたと報じられました。こ
の指定は、重篤な疾患に対する新たな治療法として、既存の治療法を上回る実質的な改
善を示す可能性のある薬剤に対して与えられ、開発および審査プロセスを加速させるも
のです。

このナノメディシンは、以下の特徴を持つ高度なDDS技術を組み込んでいます。

がん細胞特異的標的化: ナノ粒子表面に特定の分子を修飾することで、がん細胞に過
剰発現する受容体や抗原を認識し、薬剤をがん組織に集中的に送達します。これによ
り、薬剤が正常細胞に到達するのを抑制し、全身的な副作用を大幅に軽減します。

薬剤の保護と放出制御: ナノ粒子は、薬剤を生体内の分解から保護し、がん細胞内部
で薬剤を効率的に放出するように設計されています。これにより、薬剤の安定性とバ
イオアベイラビリティが向上し、治療効果が最大化されます。

初期臨床試験での良好な結果: 報告によると、初期臨床データでは、このナノメディ
シンが従来の化学療法と比較して、より高い腫瘍縮小効果を示し、同時に患者のQOL

を損なうような重篤な副作用が少ない、優れた安全性プロファイルを持つことが確認
されました。



影響と展望

FDAのブレークスルーセラピー指定は、この日本発のナノメディシンが、がん治療にお
いて画期的な進歩をもたらす可能性が極めて高いことを示しています。この指定によ
り、薬剤の承認審査プロセスが迅速化され、重篤ながんを患う患者に新たな治療選択肢
が早期に提供されることが期待されます。これは、特に治療が困難ながん種や、既存治
療に抵抗性を示す患者にとって、大きな希望となるでしょう。長期的には、このナノメ
ディシン技術は、個別化医療の進展に大きく貢献すると考えられます。患者一人ひとり
の遺伝子情報や腫瘍の特性に基づいて最適な薬剤を設計し、それを効率的かつ安全にデ
リバリーするDDS技術は、未来のがん治療の基盤となる可能性を秘めています。この成
功は、日本のナノテクノロジー研究の国際的な評価をさらに高めるものとなるでしょ
う。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ドラッグデリバリーシステム市場 グローバル調査レポー
ト 2026-2033

概要

本レポートはPRIMEIQ RESEARCH PRIVATE LIMITEDが発行した、2026年から2033年ま
でのドラッグデリバリーシステム（DDS）市場の動向と展望に関する調査レポートの
概要紹介である。医療技術の進歩や個別化医療への需要増加を背景に、スマートドラ

ッグデリバリーシステムを含む革新的なDDSの市場が大幅な成長を遂げると予測され
ている。この市場は、ナノテクノロジーの応用やIoT技術の統合によって推進され、患
者アドヒアランスの向上と治療効果の最適化に貢献すると分析されている。

公開日 2026年04月17日  PRIMEIQ RESEARCH PRIVATE LIMITED  日本



詳細

本記事はPRIMEIQ RESEARCH PRIVATE LIMITEDが発行した市場調査レポートの概要紹介
です。

レポート概要

本市場調査レポートは、2026年から2033年までの期間を対象とした、グローバルなド
ラッグデリバリーシステム（DDS）市場、特に新しいドラッグデリバリーシステム
（NDDS）およびスマートドラッグデリバリーシステム（SDDS）に焦点を当てていま
す。レポートでは、これらの革新的なシステムが、現代医療における治療効果の向上と
薬剤投与の最適化にいかに不可欠であるかを詳細に分析しています。対象地域はグロー
バルであり、主要な市場動向、成長要因、課題、そして将来の機会について包括的な見
解を提供します。

主要な調査結果

レポートによると、ドラッグデリバリーシステム市場は、予測期間（2026-2033年）
において顕著な複合年間成長率（CAGR）を示すと見込まれています。この成長は、
医療技術の継続的な進歩、革新的なソリューションの採用拡大、製造能力の強化、お
よびサプライチェーン効率の改善によって牽引されています。

市場の主要な推進要因としては、世界的な高齢化の進展と、個別化医療に対する需要
の高まりが挙げられます。これらの要因は、患者一人ひとりのニーズに合わせた、よ
り効果的で安全な薬剤送達方法へのニーズを増大させています。

ナノテクノロジーや生体材料の進歩が、技術的課題と高コストを克服し、革新的な
DDSの開発を促進していることが強調されています。これには、IoT技術の統合も含
まれ、リアルタイムのデータ収集と分析を可能にし、治療効果のモニタリングと調整
を容易にしています。

接続デバイス、例えば吸入器、自動注射器、ペン型注射器、ウェアラブル型注射器な
どが、患者のアドヒアランス向上と医療提供者への貴重なリアルタイムデータ提供に
おいて重要な役割を果たしています。



発行会社について

PRIMEIQ RESEARCH PRIVATE LIMITEDおよびReliable Business Insightsは、市場調査とビ
ジネスインテリジェンスを専門とする企業です。彼らは、様々な業界における詳細な市
場分析、競争環境評価、成長予測を提供し、企業が戦略的な意思決定を行うための貴重
な情報源となっています。特に、新興技術や革新的な市場セグメントに関する深い洞察
を提供することに強みを持っています。

元記事: https://pando.life/article/4081078

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pando.life/article/4081078


GLP-1受容体作動薬が世界医薬品売上高で首位に、製薬業
界勢力図が激変

概要

GLP-1受容体作動薬が世界医薬品売上高で抗がん剤を抜き、首位に躍り出たことが報じ
られた。イーライリリーのチルゼパチド製品は、2025年に合計365億ドルの売上を記
録し、長らくトップだったメルクのキイトルーダを凌駕する見込み。この急成長によ

りイーライリリーは世界最大の製薬会社となる。ノボノルディスクのセマグルチド製
品も急速に売上を伸ばしており、製薬市場のパラダイムが抗がん剤から肥満・糖尿病
治療薬へと大きくシフトしていることを示している。ファイザーなどの新規参入も市

場競争を激化させ、さらなる勢力図の変化が予想される。

公開日 2026年04月22日  韓国バイオ協会・バイオ経済研究センター  日本



詳細

背景

世界の医薬品市場では、長年にわたり抗がん剤が売上高のトップを占めてきました。特
に免疫チェックポイント阻害剤は、がん治療の常識を塗り替え、多くの製薬企業に莫大
な収益をもたらしてきました。しかし、近年、2型糖尿病および肥満治療薬として開発
されたGLP-1受容体作動薬が、その優れた効果により急速に市場を拡大し、製薬業界の
勢力図に大きな変化をもたらす可能性が指摘されていました。

主要内容

今回の報告によると、GLP-1受容体作動薬が、ついに抗がん剤の売上高を抜き、世界医
薬品市場で首位に立つという歴史的な転換期を迎えたことが明らかになりました。この
パラダイムシフトの主要な推進力は、イーライリリー社が開発したチルゼパチド製品
（MounjaroおよびZepbound）です。

イーライリリーの躍進: 2025年には、チルゼパチド製品の合計売上高が365億ドルに
達すると予測されており、これにより、長らく世界売上高のトップを維持してきたメ
ルク社の免疫チェックポイント阻害剤キイトルーダを上回る見込みです。この驚異的
な成長は、イーライリリーを2025年の処方薬売上高で608億ドルを達成する世界最大
の製薬企業へと押し上げる原動力となります。

ノボノルディスクの台頭: 同様に、ノボノルディスク社のセマグルチド製品
（OzempicおよびWegovy）も急速に売上を拡大しており、GLP-1受容体作動薬市場
全体の成長を牽引しています。これらの薬剤は、単なる血糖コントロールだけでな
く、強力な体重減少効果が注目され、爆発的な需要を生み出しています。

市場のパラダイムシフト: この結果は、世界の製薬市場の焦点が、これまでのがん治
療薬から、肥満や糖尿病といった代謝性疾患の治療薬へと根本的に移行していること
を明確に示しています。これは、グローバルな健康課題の変化と、治療薬の革新が市
場に与える影響の大きさを物語っています。



影響と展望

GLP-1受容体作動薬が市場のトップに立つことは、製薬業界全体の戦略、研究開発の優
先順位、そして企業のM&A活動に大きな影響を与えるでしょう。抗がん剤開発に注力
してきた多くの企業が、代謝性疾患や心血管疾患といった新たな成長分野への投資を強
化する可能性があります。また、ファイザーなどの大手製薬企業がGLP-1受容体作動薬
市場への新規参入を計画していることから、今後の競争はさらに激化し、市場の勢力図
は継続的に変化していくと予測されます。これにより、患者にとっては、より多様で効
果的な治療選択肢が提供されることが期待されますが、一方で製薬企業は、激しい競争
の中で独自の強みとイノベーションを追求し続ける必要があります。この歴史的な転換
は、未来の医薬品開発の方向性を決定づける重要な節目となるでしょう。

元記事: https://yueyuankeji.com/news/273.html

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://yueyuankeji.com/news/273.html


セルトリオン、抗がんADC新薬3種の臨床試験を開始し多
重抗体薬も追随

概要

セルトリオンは、3種の新規抗がん抗体薬物複合体（ADC）候補（CT-P70、CT-P71、
CT-P73）の臨床試験（患者投与）を本格的に開始した。さらに、多重抗体新薬候補
（CT-P72）も来月にも患者投与が始まる予定である。これらの新薬候補は、既存治療

で満たされない高い医療ニーズを持つがん領域を対象としている。CT-P70とCT-P71は
既に米国FDAからファストトラック指定を受けており、同社は年内にCT-P72とCT-P73

にも同指定申請を目指すことで、バイオシミラー事業で培った研究開発力とグローバ

ル規制対応の専門知識を新薬開発に転換していることを示している。

公開日 2026年04月23日  BigGo ファイナンス (Celltrion発表に基づく)  韓国



詳細

背景

セルトリオンは、これまでバイオシミラー（バイオ後続品）の開発と製造において世界
的な成功を収めてきました。その過程で培われた高度な抗体技術と開発能力は、現在、
画期的な新薬開発へとシフトしています。特に、癌治療分野において、抗体薬物複合体
（ADC）は、その標的特異性と高い細胞傷害性から、次世代の治療薬として大きな期待
が寄せられており、セルトリオンもこの分野に積極的に投資しています。

主要内容

セルトリオンは、抗がん剤パイプラインの強化の一環として、3種類の新規抗体薬物複
合体（ADC）候補であるCT-P70、CT-P71、CT-P73の臨床試験（患者への投与）を本格
的に開始したことを発表しました。これらのADCは、特定の癌細胞表面の抗原を標的と
し、細胞傷害性薬物を選択的に送達することで、治療効果を高めつつ全身性の副作用を
軽減するように設計されています。

さらに、同社は多重抗体新薬候補であるCT-P72についても、来月中に患者への投与を開
始する予定であると述べています。多重抗体は、複数の異なる標的に同時に作用するこ
とで、癌細胞の複雑な耐性メカニズムを克服し、より強力な抗腫瘍効果を発揮する可能
性を秘めた技術です。

これらの4つの新薬候補は、既存の治療法では十分な効果が得られず、高いアンメット
メディカルニーズが存在するがん領域に特化して開発が進められています。セルトリオ
ンは、これらの薬剤の迅速な商業化を目指しており、以下の進捗状況が報告されていま
す。

CT-P70は、前年の12月に米国FDAからファストトラック指定を獲得。

CT-P71も、今月に米国FDAからファストトラック指定を獲得。

CT-P72およびCT-P73についても、年内にはファストトラック指定の申請を目指す計
画です。

ファストトラック指定は、重篤な疾患に対する新薬の開発と審査を加速させるための制
度であり、これらの指定獲得は、セルトリオンの新薬が臨床的に高い価値を持つ可能性
をFDAが認識していることを示しています。



影響と展望

セルトリオンの今回の発表は、同社がバイオシミラー企業から、革新的な新薬を創出す
るグローバル製薬企業へと、その事業ポートフォリオを成功裏に転換しつつあることを
明確に示しています。バイオシミラー開発で培った高い研究開発能力と、世界各国の規
制当局との連携経験が、新薬開発においても大きな強みとなっています。ADCおよび多
重抗体技術への投資は、今後の癌治療分野における同社の競争力を高めるでしょう。こ
れらの新薬候補が臨床開発を順調に進め、承認に至れば、これまで治療が困難であった
多くのがん患者に新たな希望をもたらすことが期待されます。同時に、セルトリオン
は、新薬開発を通じて世界の製薬市場におけるプレゼンスをさらに拡大し、企業価値を
向上させることになるでしょう。

元記事: https://finance.biggo.jp/news/ccKrsp0BOIb5XxavY2r6

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://finance.biggo.jp/news/ccKrsp0BOIb5XxavY2r6


第一三共、進行性小細胞肺がん向け新規ADC「イフィナタ
マブ デルクステカン」を米国承認申請

概要

第一三共は、新規の抗B7-H3抗体薬物複合体（ADC）であるイフィナタマブ デルクス
テカン（I-DXd/DS-7300）の米国FDAへの新薬承認申請が受理されたことを発表した。
この薬剤は、進展型小細胞肺がん（ES-SCLC）患者を対象としており、FDAは優先審査

を付与した。PDUFAアクションデートは2026年10月10日に設定され、プラチナ製剤ベ
ースの化学療法後に病状が進行したES-SCLC患者に新たな治療選択肢を提供できる可能
性がある。ADC技術は、薬剤を腫瘍細胞に直接送達することで高い治療効果と副作用

の低減を目指しており、アンメットメディカルニーズが高いこの分野での貢献が期待
される。

公開日 2026年04月19日  第一三共  日本



詳細

背景

小細胞肺がん（SCLC）は、肺がんの中でも特に悪性度が高く、急速に進行するがんで
す。特に進展型小細胞肺がん（ES-SCLC）は、診断時にすでに転移がみられることが多
く、予後が極めて不良であることが知られています。現在の標準治療であるプラチナ製
剤ベースの化学療法後には、有効な治療選択肢が限られており、新たな治療薬の開発が
強く望まれていました。このような背景から、癌細胞に特異的に薬剤を送達する抗体薬
物複合体（ADC）が、SCLC治療における画期的なアプローチとして注目されていまし
た。

主要内容

日本の製薬大手である第一三共は、新規の抗B7-H3抗体薬物複合体（ADC）であるイフ
ィナタマブ デルクステカン（ifinatamab deruxtecan、開発コード: I-DXd/DS-7300）に
ついて、進展型小細胞肺がん（ES-SCLC）患者を対象とした米国食品医薬品局（FDA）
への新薬承認申請（NDA）が受理されたことを発表しました。FDAは、この申請に対し
「優先審査（Priority Review）」を付与しました。これにより、通常の審査期間よりも
短縮されたスケジュールで承認の可否が判断されることになります。PDUFA（処方薬ユ
ーザーフィー法）アクションデートは、2026年10月10日に設定されました。

イフィナタマブ デルクステカンは、細胞表面に発現するB7-H3タンパク質を標的とする
ADCです。B7-H3は、多くのがん細胞で過剰発現しており、免疫抑制作用を持つことが
知られています。このADCは、B7-H3を介して、強力な細胞傷害性薬物であるデルクス
テカンを直接がん細胞に送達します。これにより、正常細胞への薬物曝露を最小限に抑
えつつ、がん細胞に対して選択的に作用し、高い抗腫瘍効果を発揮することが期待され
ています。今回の申請は、プラチナ製剤ベースの化学療法後に病状が進行したES-SCLC

患者を対象とした複数の臨床試験結果によって裏付けられています。



影響と展望

今回のFDAによる承認申請受理および優先審査の付与は、イフィナタマブ デルクステカ
ンがES-SCLCの治療において、大きなブレークスルーとなる可能性を強く示唆していま
す。もし承認されれば、既存の治療法では効果が不十分であった患者にとって、新たな
治療選択肢が提供されることになり、その予後を改善する上で重要な役割を果たすこと
が期待されます。ADC技術は、精密医療の進展に貢献する技術として、その臨床的価値
がますます高まっています。第一三共は、エンハーツ（トラスツズマブ デルクステカ
ン）の成功に続き、複数のADCパイプラインを開発しており、イフィナタマブ デルクス
テカンの承認は、同社のADCプラットフォームの強みをさらに裏付けるものとなるでし
ょう。ES-SCLCという高いアンメットメディカルニーズを持つ疾患領域におけるこの進
展は、がん治療の未来に新たな希望をもたらすものです。

元記事: https://troy-

technical.jp/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E4%B8%89%E5%85%B1%E3%80%81%E9%80%B2%E8%A1%8C%E6%8

h3%E6%8A%97%E4%BD%93%E8%96%AC%E7%89%A9/

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://troy-technical.jp/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E4%B8%89%E5%85%B1%E3%80%81%E9%80%B2%E8%A1%8C%E6%80%A7%E5%B0%B1%E7%B4%B0%E8%83%9E%E8%82%BA%E3%81%8C%E3%82%93%E5%90%91%E3%81%91%E6%8A%97b7-h3%E6%8A%97%E4%BD%93%E8%96%AC%E7%89%A9/
https://troy-technical.jp/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E4%B8%89%E5%85%B1%E3%80%81%E9%80%B2%E8%A1%8C%E6%80%A7%E5%B0%B1%E7%B4%B0%E8%83%9E%E8%82%BA%E3%81%8C%E3%82%93%E5%90%91%E3%81%91%E6%8A%97b7-h3%E6%8A%97%E4%BD%93%E8%96%AC%E7%89%A9/
https://troy-technical.jp/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E4%B8%89%E5%85%B1%E3%80%81%E9%80%B2%E8%A1%8C%E6%80%A7%E5%B0%B1%E7%B4%B0%E8%83%9E%E8%82%BA%E3%81%8C%E3%82%93%E5%90%91%E3%81%91%E6%8A%97b7-h3%E6%8A%97%E4%BD%93%E8%96%AC%E7%89%A9/


ビヨンディス、AACR年次総会2026で新規ADC技術プラッ
トフォームのデータを発表

概要

オランダのビヨンディス社は、米国がん学会（AACR）2026年次総会で、新規抗体薬物
複合体（ADC）技術プラットフォームに関するデータを発表した。同社は、既存ADC

のペイロードに対する耐性増大に対処するため、独自の作用機序を持つ抗葉酸ADCプ

ラットフォームと、免疫刺激性リン酸塩ADCを発表。抗葉酸ADCはナノモル以下の高
活性、強力なDHFR阻害、広範なin vitro細胞毒性を示し、非小細胞肺がん等のPDXモデ
ルで高い腫瘍退縮効果と安全性を示した。リン酸塩ADCはVγ9Vδ2 T細胞の活性化を介

して腫瘍細胞を特異的に殺傷する。

公開日 2026年04月17日  Byondis B.V.  オランダ



詳細

背景

抗体薬物複合体（ADC）は、癌治療における精密医療の代表的なアプローチとして、近
年目覚ましい進歩を遂げています。抗体の特異性により癌細胞に選択的に薬剤を送達
し、細胞傷害性薬物の全身曝露と副作用を軽減します。しかし、既存のADCペイロード
（薬剤部分）に対する癌細胞の耐性獲得は、新たな課題として浮上しており、より革新
的なADC技術プラットフォームの開発が求められていました。

主要内容

オランダを拠点とするバイオ医薬品企業であるビヨンディス（Byondis B.V.）は、米国
がん学会（AACR）2026年次総会において、その最先端の新規ADC技術プラットフォー
ムに関する詳細なデータを発表しました。同社は、既存のADCペイロードに対する耐性
メカニズムを克服するために、二つの革新的なプラットフォームに焦点を当てていま
す。

1. 新規抗葉酸ADCプラットフォーム:

独自の作用機序: このADCプラットフォームは、これまで広く用いられてきたADCペ
イロードとは異なる、独自の作用機序を持つように設計されています。これにより、
既存薬への耐性を持つ癌に対しても効果を発揮する可能性を秘めています。

高い活性と特異性: 最適化されたペイロードは、ナノモルからサブナノモル範囲で極
めて高い活性を示し、強力なジヒドロ葉酸還元酵素（DHFR）阻害作用を持ちます。
さらに、多様な細胞株において広範なin vitro細胞毒性が確認されています。

前臨床試験での優れた効果と安全性: 主要な抗葉酸ADCは、非小細胞肺がん
（NSCLC）および頭頸部扁平上皮癌（HNSCC）の患者由来異種移植（PDX）モデルに
おいて、有効用量で有意な腫瘍退縮を達成しつつ、顕著な毒性を示さないことが実証
されました。



2. 免疫刺激性リン酸塩ADC（Phosphonate ADCs）:

新たな免疫活性化メカニズム: この革新的なクラスのADCは、Vγ9Vδ2 T細胞の「イン
サイドアウト活性化」を誘導します。Vγ9Vδ2 T細胞は、特定のストレスシグナルや
リン酸化合物を認識して活性化される非従来型T細胞であり、癌細胞を特異的に殺傷
する能力を持っています。

標的特異的殺傷: リン酸塩ADCは、癌細胞に薬剤を送達するだけでなく、これらのT

細胞を活性化することで、癌細胞に対する免疫応答を増強し、二重のメカニズムで抗
腫瘍効果を発揮することを目指しています。

影響と展望

ビヨンディス社の発表は、ADC技術のさらなる進化と多様化を明確に示しています。特
に、既存の耐性メカニズムを克服する新しいペイロードや、免疫応答を誘導する複合的
な作用機序を持つADCの開発は、癌治療の有効性を高める上で非常に重要です。これら
の革新的なプラットフォームが臨床開発に進めば、これまで治療困難であった癌種や、
既存治療に抵抗性を示す患者に対して、新たな治療選択肢を提供できる可能性を秘めて
います。ADC技術の継続的な進歩は、個別化医療の実現を加速し、癌患者の予後と生活
の質を大幅に改善する上で、極めて重要な役割を果たすことが期待されます。ビヨンデ
ィスは、この分野のフロントランナーとして、今後の動向が注目される企業です。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260417460722/ja

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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mRNAワクチンの副反応メカニズムを解明し、低反応原性
LNPを同定

概要

国立健康危機管理研究機構（JIHS）の研究チームは、mRNAワクチンの発熱や倦怠感
といった副反応がインターロイキン-1（IL-1）経路に依存すること、および低反応原性
脂質ナノ粒子（LNP）を同定したと発表した。研究では、マウスモデルを用いて、イ

オン化脂質「Lipid 5」が副反応を軽減できることを確認。また、IL-1経路の活性化が発
熱の主要因であるものの、抗体誘導には必須ではないことを示唆した。これらの発見
は、免疫原性を維持しつつ副反応を抑えた次世代mRNAワクチンの設計に貢献すると

期待されている。

公開日 2026年04月21日  国立健康危機管理研究機構（JIHS）  日本



詳細

背景

mRNAワクチンは、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）パンデミックにおいて、そ
の高い有効性と迅速な開発能力で世界的な公衆衛生に多大な貢献をしました。しかし、
発熱や倦怠感といった副反応が比較的頻繁に報告されており、これがワクチン接種の躊
躇につながる一因となることもありました。これらの副反応のメカニズムを詳細に解明
し、免疫応答を損なうことなく副反応のみを軽減する技術の開発は、次世代mRNAワク
チンの普及と受容性を高める上で極めて重要な課題となっていました。

主要内容

国立健康危機管理研究機構（Japan Institute for Health Security：JIHS）の研究チーム
は、mRNAワクチンの副反応のメカニズムに関する画期的な研究成果を発表しました。
この研究の主要な発見は以下の通りです。

IL-1経路の関与: 研究チームは、mRNAワクチンの投与後に発生する発熱や全身倦怠
感といった副反応が、体内のインターロイキン-1（IL-1）経路の活性化に強く依存し
ていることを明らかにしました。IL-1は、炎症反応を引き起こすサイトカインの一種
であり、その過剰な活性化が副反応の主要な原因であることが示唆されました。

低反応原性LNPの同定: マウスモデルを用いた詳細な実験により、研究チームは、発
熱や活動性低下といった副反応を軽減できる特定のイオン化脂質「Lipid 5」を同定し
ました。この新しいLNP（脂質ナノ粒子）製剤は、mRNAを効率的に細胞に送達する
能力を維持しつつ、不必要な炎症応答の誘発を抑制します。

副反応と免疫応答の分離: 重要な知見として、強い副反応を誘発する製剤では、投与
直後にHMGB1の早期放出、炎症性サイトカインの産生、そして好中球の浸潤が観察
されました。しかし、IL-1経路の活性化が発熱の主要な原因である一方で、抗体誘
導、特に中和抗体の産生には必須ではないことが示されました。ヒトサンプルを用い
た解析でも、IL-1経路の活性化と発熱の強度には正の相関が見られましたが、中和抗
体価との相関は見られませんでした。

これらの発見は、炎症反応を引き起こす経路と、防御的な免疫応答を誘導する経路が必
ずしも完全に連動しているわけではないことを示唆しています。



影響と展望

本研究の成果は、次世代mRNAワクチンの設計と開発に大きな影響を与えるものです。
免疫原性を維持しながら副反応を選択的に抑制する新しいLNP技術を開発する道を開く
ことになります。具体的には、副反応が少ないmRNAワクチンは、患者の受容性を高
め、より広範な層への接種を促進するでしょう。また、特定のイオン化脂質を最適化す
ることで、既存のmRNAワクチン技術をさらに改善し、安全性プロファイルを向上させ
ることが可能となります。長期的には、この研究から得られた知見は、感染症ワクチン
だけでなく、がん免疫療法や遺伝子治療など、他のmRNA応用分野におけるDDS（ドラ
ッグデリバリーシステム）の設計にも応用され、より安全で効果的な核酸医薬の開発に
貢献することが期待されます。国立健康危機管理研究機構のこの研究は、日本の科学技
術がグローバルな公衆衛生課題解決に貢献する一例と言えるでしょう。

元記事: https://www.niid.jihs.go.jp/basicresearch/research_information/vaccine/vaccine-2026-01.html

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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ギリアド、PD-L1陽性HR-/HER2-乳がん一次治療として
ADC「トロデルビ」の適応追加を日本で申請

概要

ギリアド・サイエンシズは、抗体薬物複合体（ADC）であるトロデルビ（サシツズマ
ブ ゴビテカン）について、PD-L1陽性の切除不能または再発ホルモン受容体陰
性/HER2陰性（HR-/HER2-）乳がんの一次治療として、キイトルーダ（ペムブロリズマ

ブ）との併用療法における適応追加を日本の厚生労働省に申請した。この申請は国際
的な第III相ASCENT-04/KEYNOTE-D19試験の結果に基づいている。HR-/HER2-乳がんは
予後不良で治療選択肢が限られており、新たな治療選択肢の拡大が患者の予後改善に

大きく貢献すると期待される。

公開日 2026年04月23日  ギリアド・サイエンシズ株式会社  日本



詳細

背景

ホルモン受容体陰性/HER2陰性（HR-/HER2-）乳がんは、通称「トリプルネガティブ乳
がん」として知られ、進行が早く、再発・転移しやすい、極めて悪性度の高い乳がんで
す。このタイプのがんは、ホルモン療法やHER2を標的とした治療薬が適用できず、化
学療法が主な治療選択肢となりますが、効果は限定的で予後不良であることが課題でし
た。特に、PD-L1陽性のHR-/HER2-乳がんにおいては、免疫チェックポイント阻害剤が
一定の効果を示すものの、一次治療の選択肢は依然として限られており、より効果的で
持続的な治療法の開発が強く望まれていました。

主要内容

ギリアド・サイエンシズ株式会社は、画期的な抗体薬物複合体（ADC）であるトロデル
ビ（一般名：サシツズマブ ゴビテカン）について、日本の厚生労働省に対し、新たな
適応追加の承認を申請したことを発表しました。今回の申請は、PD-L1陽性の切除不能
または再発HR-/HER2-乳がん患者の一次治療として、免疫チェックポイント阻害剤であ
るキイトルーダ（ペムブロリズマブ）との併用療法を対象としています。

この適応追加申請は、国際的に実施された大規模な第III相臨床試験であるASCENT-
04/KEYNOTE-D19試験の結果に基づいています。この試験では、これまで治療歴のない
PD-L1陽性、HR-/HER2-の局所進行性または転移性/再発乳がん患者を対象に、サシツズ
マブ ゴビテカンとペムブロリズマブの併用療法を、医師が選択する化学療法とペムブ
ロリズマブの併用療法と比較評価しました。結果として、トロデルビ併用療法が、主要
評価項目および副次評価項目において統計学的に有意な改善を示したと報告されていま
す。

トロデルビは、癌細胞の表面に存在するTrop-2タンパク質を標的とする抗体に、細胞傷
害性薬物であるSN-38（イリノテカンの活性代謝物）を結合させたADCです。Trop-2は
多くの上皮性悪性腫瘍で高発現しており、このADCは薬物を癌細胞に選択的に送達する
ことで、高い抗腫瘍効果と副作用の軽減を両立させることを目指しています。



影響と展望

今回の日本での適応追加申請は、PD-L1陽性HR-/HER2-乳がん患者にとって、新たな、
そしてより効果的な一次治療選択肢が提供される可能性を意味します。この種の乳がん
は、積極的な治療にもかかわらず予後が不良であるため、治療オプションの拡大は、患
者とその家族にとって大きな希望となります。特に、これまでの治療選択肢が限られて
いた状況において、トロデルビとキイトルーダの併用療法が標準治療の一部となれば、
患者の生存期間延長や病状進行の抑制に大きく貢献することが期待されます。

ADC技術と免疫チェックポイント阻害剤の併用は、癌治療における相乗効果を生み出す
新たなアプローチとして注目されており、この申請は、その有効性をさらに裏付けるも
のです。ギリアド・サイエンシズは、この領域におけるアンメットメディカルニーズに
応えるべく、トロデルビの開発を積極的に進めており、日本の承認が実現すれば、多く
の乳がん患者の治療に革新をもたらすことになるでしょう。

元記事: https://www.kyodo.co.jp/pr/2026-04-23_4007319/
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